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様式第４号（第11項関係） 

 西脇市審議会等の会議の記録 

審議会等の名称 令和２年度第４回西脇市障害者地域支援協議会 

開催日時 令和２年10月８日（木）午後２時30分～４時 

開催場所 西脇市民会館 中ホール 

出席委員の氏名又は

人数（敬称略） 

南久雄、山本初音、小谷義之、岡本英子、高瀬利明、長尾芳明、

森一人、坂田加代子、大西克史、生田悟、川崎佳子 

欠席委員の氏名又は

人数（敬称略） 

藤本次郎、片山功、松本浩、石川勝己 

出席職員の職・氏名又

は人数 

福祉部 部長 細川喜美博 

社会福祉課 課長 伊藤景香 

社会福祉課 主査 村上真弓 

社会福祉課 主任 藤田亜依子 

委託相談支援事業所 

 うぃーぶねっと 相談専門員 藤井志帆 

傍聴の人数 ３人 

協議又は協議事項 協議事項 

第６期西脇市障害福祉計画・第２期西脇市障害児福祉計画（修正

案）について【資料１】 

会議の記録 

発言者 内    容 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

１ 開会 

委員の出席は11人、傍聴は３人 

資料確認 

○ 会議日配布資料 会議次第 

令和２年度第４回西脇市障害者自立支援協議会資料（当日資料） 

○ 事前に郵送で配布した資料 

令和２年度第４回西脇市障害者自立支援協議会資料 

ここからは、会長欠席のため、南副会長に進行をお願いする。 

 

議事録署名委員の指名 南久雄委員（自身）、高瀬利明委員に決定 

 

３ 協議事項 

第６期西脇市障害福祉計画・第２期西脇市障害児福祉計画（修正案）につ

いて【資料１】 

 



2 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

副会長 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

第６期西脇市障害福祉計画・第２期西脇市障害児福祉計画（素案）について

説明 

 

協議事項に関する質疑 

 

令和５年度末の目標値の意味がわかりにくい。年度中ではなく、最終年度だ

けを見るということか。 

 

令和５年度にどうなっているかどうかを示している。計画期間中に変動があ

った場合は、例年の状況を判断して設定できればと考えている。 

達成できなかった場合、検証は必要である。 

 

目標はゴールを設定していることになる。コロナが続くか、そうでないかで、

今後は変わってくるので、途中での見直しは必要かと思う。 

それぞれの事業の見込みの予算はつくのか。特に、感染症、災害に対する備

えなどについて。例えば、典型的なことでは、河川付近の建て替えなど。 

感染症の時の対応サービスの持続自体が難しいのではないか。 

 

今年度は兵庫県からマスクや手袋等の配布や備蓄がある。また、感染者が出

た事業所のスタッフの体制が整わない時は、派遣の支援体制も構築されてい

る。 

 

人材は大丈夫なのか。 

 

同じような施設が近くにあれば、互いに人材の確保ができるが、現場では、

スタッフの習熟度が違う問題があり、難しい面もある。 

備蓄については既に行っており、感染者が出た場合も対応する。 

 

資料ｐ23、障害者の就労状況について、知的、精神の成立率が高くなってい

るのはハローワークの努力で、これまでは、企業ごとに対応していた募集等を

ハローワークのチーム支援で事業所と連携して、本人の得意・不得意などを伝

え、連携、マッチングしたことで成果がでている。 

資料ｐ32、就労継続支援Ｂ型からの就職が増えているのは時代の流れかと思

う。就労定着支援事業については、ジョブコーチなどで定着してもらえればと

思う。 
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副会長 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

副会長 

就労が進むことは良いことである。 

 

成年後見制度利用促進基本計画の策定について教えてほしい。 

 

昨年度、地域福祉計画を策定した際に、成年後見制度利用促進基本計画とし

て位置付けて策定している。認知症高齢者や障害のある人など、自分で判断す

ることが難しい人について、本人の意思決定支援を大前提に置きながら支援し

ていくことを記載している。本人の意思を汲むのは難しいところであるが、意

思が反映できるように努めていきたい。 

 

障害の方の高齢化により介護保険への移行があるが問題となっていないか。 

聴覚障害の方が特養に入る場合は、手話通訳者がいるのか。 

就労継続支援Ｂ型で、グループホームに入っている場合、高齢化するとどう

なるのか。 

 

市内在宅の方には、地域包括支援センターと連携しており、移行について65

歳になる半年前程には協議しながら進めており、現時点ではスムーズにいって

いる。元気な方には、介護サービスではなく、障害福祉サービスを利用しても

らっている。また、介護サービスになって、不足するサービスについては、障

害福祉サービスで対応している。 

聴覚障害については、県内では、淡路に１か所、聴覚障害のための施設はあ

るが、圏域内に施設はない。 

グループホームについては、入所者がまだ高齢ではないので話は出ていない

が、今後のことについては課題になると思うので、今後検討が必要かと思って

いる。 

 

自分の関わっている就労継続支援Ｂ型事業所の入所者で、60代で脳性麻痺の

重度の方が、障害福祉サービスの利用と介護保険への移行で問題があり、質問

をした。 

 

３ 今後のスケジュールについて 

・パブリック・コメント実施（予定）について説明 

・第５回西脇市障害者地域支援協議会の開催について説明 

・開催は、令和３年１月21日（木）13:30～、会場は未定 

本日はこれで終了する。 

 


